















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戸 ’ 外国通賃債権と民事執行 神戸学院法学第23巻３号を受ける余地がある。一方、逆に取立てをなす時点の買相場が一米ドルⅡ一二五円であれば、差押債権者は一二五○
万円を取り立てることが可能となるが、彼が支払いを受けうるのは、自らの執行債権および執行費用の額を限度と
す
る
か
ら
（
民
事
執
行
法
一
五
五
条
一
項
但
書
き
）
、
彼
は
、
余
剰
額
を
直
接
に
執
行
債
務
者
た
る
預
金
者
に
返
還
す
る
措
置
を
講
ず
べきことになる。
※ 
外
貨
預
金
を
対
象
と
す
る
執
行
手
続
き
は
、
お
よ
そ
右
に
示
し
た
よ
う
に
整
理
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
仮
差
押
え
に
つ
い
て
も
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
右
に
準
じ
て
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
最
後
に
、
第
三
債
務
者
た
る
銀
行
が
供
託
を
な
す
場
合
の
換
算
率
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
銀
行
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
外
貨
預
金
の
供
託
を
な
す
場
合
に
は
、
お
そ
ら
く
代
用
給
付
権
を
行
使
し
て
本
邦
通
貨
に
よ
っ
て
こ
れ
を
な
す
で
あ
ろ
う
し
、
本
邦
通
貨
に
よ
る
供
託
は
関
係
者
に
と
っ
て
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
換
算
率
は
、
払
戻
し
に
準
じ
て
、
現
実
に
供
託
を
な
す
時
点
の
電
信
買
相
場
と
解
さ
れ
よ
う
。
そのまま適用されるということになる。なお、第三債務者は、差押債権者に対して、｜定の事項を陳述することに
よって執行に協力する義務を負うが、かかる第三債務者の陳述書には、右の換算率を表示すべきであろう。この手
続きにおいて、換算を行うのは第三債務者にほかならないからである。
※ 
外貨預金を差し押さえた差押債権者は、民事執行法一五五条一項本文に基づき、銀行に差押命令が送達された曰
から一週間を経過したときは、その債権を取り立てる権能を与えられる。差押債権者は、法律の規定によって差し
押さえた債権の取立権能を付与されたわけであるから、自己の名において取立てのために必要な裁判上、裁判外の
いっさいの行為をなしうる。したがって、彼が弁済期の到来した外貨預金を取り立てようとする場合には、取立権
者として、本邦通貨による給付選択権を行使しうるであろうし、現実に、行使することとなるであろう。
差押債権者が、本邦通貨によって外貨預金を取り立てる場合に適用される換算率は、現実に取立てをなす時点に
おける電信買相場である。との換算率の適用は、本邦通貨による払戻しに関する外貨預金規定において約定されて
い鰯』したがって、差押えの効力が生じた時点から、実際に取立てがなされるまでの間に、為替変動が生じている
のが通常であろう。
かりに、差押債権者が一五万米ドルの外貨定期預金を一二○○万円の範囲で差し押さえ、銀行が差押命令の送達
を受けた時点の為替相場（仲値）が一米ドルⅡ’二○円であるとすれば、当該外貨預金に対する差押えの効力の及
ぶ範囲は一○万米ドルである。差押債権者が取立てをなす時点の電信買相場が一米ドルⅡ二五円であれば、彼が
取り立てうる額は二五○万円ということになる。取立権の範囲は、差押えの効力の及ぶ範囲に限られるから、残
り
の
部
分
に
つ
い
て
取
立
て
を
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
、
債
権
者
は
改
め
て
債
務
者
の
他
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
て
満
足
（１）本稿においては、「居住者」の用語を、外為法六条一項五号および六号の定義に従って用いる。
（２）和島雄三Ⅱ樋之口洋朗他・外国為替（新銀行実務総合講座第六巻）（昭和六一一年）五一四頁。
（３）同前。
（
４
）
た
と
え
ば
、
飯
田
泰
弘
Ⅱ
式
場
正
昭
他
「
座
談
会
・
外
貨
債
権
を
め
ぐ
る
諸
問
題
⑪
１
ｍ
」
手
形
研
究
一
一
一
六
三
号
（
昭
和
六
○
年
）
四
頁
以
下～同三七一号一三頁以下参照。
（５）一一一シ木正次「外国通貨表示の給付判決の可否」ジュリスト一一八九号（昭和三九年）三○七頁、澤木敬郎Ⅱ石黒一憲他・
国
際
金
融
取
引
法
２
（
法
務
編
）
（
昭
和
六
一
年
）
九
四
頁
。
’ 
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（６）畑口絃「外国の通貨による金員の支払について執行不能のときの代償請求として日本の通貨による支払を求める訴の適
否」ジュリスト四一七号（昭和四四年）一三四頁、牧瀬義博「外国の通貨をもって債権額が指定された金銭債権と日本の通
貨による請求他」判例タイムズ三一一一一一一号（昭和五一年）九八頁。
（
７
）
田
尾
桃
一
一
「
外
国
の
通
貨
を
も
っ
て
債
権
額
が
指
定
さ
れ
た
金
銭
債
権
と
日
本
の
通
貨
に
よ
る
請
求
」
法
曹
時
報
三
○
巻
四
号
（
昭
和
五
三
年
）
二
一
頁
参
照
。
（
８
）
鈴
木
五
十
三
「
外
国
通
貨
を
も
っ
て
債
権
額
が
指
定
さ
れ
た
債
権
の
円
貨
に
よ
る
裁
判
上
の
請
求
に
つ
い
て
は
口
頭
弁
論
終
結
時
の
外
国
為
替相場により換算して判決すべきであるとした判断と民法四○三条」ジュリスト六一三号（昭和五一年）’一一一頁。ただし、
右
の
論
稿
は
、
強
制
兎
換
の
原
則
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
９
）
か
か
る
見
解
は
、
外
国
通
貨
債
権
の
債
権
者
が
、
本
来
の
外
国
通
貨
の
給
付
に
代
え
て
、
本
邦
通
貨
に
よ
る
支
払
い
を
請
求
し
た
際
に
、
裁
判
所
が
本
邦
通
貨
の
給
付
を
命
じ
た
点
を
捉
え
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
が
外
国
通
貨
に
よ
る
給
付
を
主
文
に
お
い
て
命
じ
た
例
に
対する直接的な批判ではない。
（加）三】」」：ｍ・のご・○のｏＨｍの可田員（曰の〆三のの）ほこ。［＄「の］シ○仁⑭》［』①『⑰］②崖」固■の二『国伊・
Ｊ
Ｊ
 
（、）鈴木忠一Ⅱ一一一ケ月章編・注釈民事執行法②（昭和五九年）六頁〔鈴木忠一・第一一章第二節概説一一四〕。
ｆ
く
（Ｅ）兼子一・強制執行法（増補版×昭和一一六年）一五八頁、宮脇幸彦Ｃ強制執行法（各論）（昭和五一一一年）一一一’四頁。
（旧）兼子・同前、宮脇・同前四頁。
（ｕ）森下国彦「通貨交換取引の法的性質についての一考察」金融法務事情一三四六号（平成五年）｜｜頁参照。
（
胆
）
か
か
る
趣
旨
で
あ
る
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
飯
田
Ⅱ
式
場
・
注
（
４
）
前
掲
手
形
研
究
三
六
五
号
六
四
頁
飯
田
発
言
参
照
。
ｊ
 
（肥）鈴木忠・注（、）前掲一○頁。
く
（Ⅳ）同前。
ｊ
 
Ｊ
 
（焔）奥田昌道編・注釈民法、（昭和六一一年）一一一一八頁〔山下末人・四○二条注釈Ⅱ②ア〕・
く
く
（岨）岡垣蕊・強制執行法概論（昭和五二年）一九○頁参照。
（別）本件に関する主たる判例研究として、大塚正民「外国の通貨をもって債権額が指定された金銭債権と日本の通貨による
請求他」民商法雑誌七四巻三号（昭和五一年）四五一頁以下、藤田泰弘「外国為替及び外国為替管理法並びに外国為替管理
令に違反する保証契約の私法上の効力」判例評論一一○九号（昭和五一年）三一一一頁以下、五十嵐清「弁済の通貨」ジュリスト
六一五号（昭和五一年）一二八頁以下、田中徹「弁済の通貨」渉外判例百選（増補版）（別冊ジュリスト焔）（昭和五一年）
二三一一頁以下、板村丞一一「外国通貨表示の債権について円貨により請求することの可否と換算方法等」立命館法学一四七号
（昭和五四年）一一一一一一一頁以下、後藤明史「弁済の通貨」渉外判例百選（第二版）（別冊ジュリスト別）（昭和六一年）’○○頁
ｊ
 
以下、牧瀬・注（６）前掲九四頁以下、田尾・注（７）前掲一○三頁以下、鈴木五・注（８）前掲一一九頁以下。
ｊ
 
く
（Ⅲ）鈴木五・注（８）前掲一一一○頁、五十嵐・注（卯）前掲一一一九頁。
く
（皿）田中・注（別）前掲一一一一一一一一頁。
（羽）大塚・注（別）前掲九八頁。
（別）梅謙次郎・民法要義巻之三債権編（大正元年）一一四頁、勝本正晃・債権法概論（総論）（昭和一一四年）’三○頁、松坂佐
ｊ
 
｜・民法訂要債権総論（新版）（昭和四一年）四一一一頁、奥田昌道編・注釈民法、（昭和六一一年）’四三頁〔山下末人・四○一一一
く
条注釈Ｉ〕。
（妬）三シ木・注（５）前掲三○八頁。
Ｊ
 
（妬）鈴木五・注（８）前掲一一一○頁。
く
（Ⅳ）同前。
（肥）五十嵐・注（卯）前掲二一一○頁。
（羽）田中・注（別）前掲一一三一一一頁。
Ｊ
 
（釦）鈴木忠・注（、）前掲九頁。
く
’ 
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〔追記〕
本稿は、その執筆に着手する段階において、川嶋四郎助教授（熊本大学）より、また、およその構成がなった段
階において、徳田和幸教授（名古屋大学）より、専門的見地からさまざまな御助言をいただいたものである。両先
一九○頁。
（妬）○ず。】・の閂昌のの一日の三ｍこ□・『・］の司曰・日日・ロ［己②］］の団這Ｐ［この」］」シ］］回両巴Ｐ○し．
（“）［乞皀］のｍ』画⑰．
（妬）『＆．』詔・
（妬）毎ａ・
（灯）畠宜＆
（蛆）『＆．』ヨー］認・
（蛆）『＆〕ヨ・
（卯）預金者が選択権を行使するにあたって、為替管理法規の制約を受けることは言うまでもない。
（則）たとえば、さくら銀行外貨預金規定３②「外貨による払戻しの場合は、通貨の種類によっては取り扱いできないことが
あります。特に、入手困難な貨幣による払戻しはお断りすることがあります。」
（団）吉原省三「銀行預金に対する差押え」新実務民事訴訟法講座、（昭和五九年）一一一七八頁。
（兇）太陽神戸銀行外国業務部編・外国為替の概要（昭和五三年）一一六頁。
（別）たとえば、さくら銀行外貨預金規定３⑪「外貨預金からの円貨による払戻しの場合は、為替予約ある場合は予約相場を、
その他の場合は当行所定の電信買相場を適用します。」
（別）一一｜シ木・注（５）前掲三○八頁、なお、神戸地裁昭和三七年二月一○日判決（下民集一一一一巻一一二九三頁）参照。
ｊ
 
（釦）鈴木忠・注（、）前掲前掲九頁。
く
（詔）我妻栄・新訂債権総論（昭和三九年）一一一八頁、於保不二雄・債権総論（新版）（昭和四七年）四六頁、勝本・注（別）前
掲一三○頁、松坂・注（型）前掲四三頁。
Ｊ
 
（弘）中川善之助・全訂民法中（昭和一一一四年）一一九頁。
く
（
妬
）
五
十
嵐
清
「
弁
済
の
通
貨
」
渉
外
判
例
百
選
（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
坊
）
（
昭
和
四
二
年
）
九
一
頁
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
外
国
通
貨
表
示
の
外
国
給
付
判
決
に
つ
い
て
、
当
該
外
国
判
決
に
基
づ
い
て
執
行
判
決
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
訴
訟
の
事
実
審
口
頭
弁
論
の
終
結
時
ま
で
に
、
債
務
者
た
る
被
告
に
お
い
て
、
そ
の
債
権
の
準
拠
法
が
い
ず
れ
の
国
の
法
律
で
あ
れ
、
ま
た
そ
の
国
の
法
律
に
よ
る
と
き
代
用
給
付
権
が
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
現
実
の
履
行
が
わ
が
国
で
な
さ
れ
る
限
り
、
民
法
四
○
三
条
の
代
用
給
付
権
の
行
使
が
許
さ
れ
る
と
す
る
見解がある（’一一シ木正次「外国通貨表示の給付判決の可否」ジュリスト三八○号（昭和四一一年）一四四頁）。
ｊ
 
（記）鈴木忠・注（、）前掲八頁。
く
（師）同前・九頁、田中・注（卯）前掲一一一一一一一頁。
（
詔
）
言
う
ま
で
も
な
く
、
当
事
者
が
あ
ら
か
じ
め
ま
た
は
裁
判
手
続
中
に
外
国
通
貨
債
権
の
本
邦
通
貨
へ
の
換
算
お
よ
び
そ
の
率
を
具
体
的
に
合
意すれば、裁判所はこれに拘束されるし、債権者が外国通貨債権に代わる履行として本邦通貨に換算して支払いを求める権
能
を
付
与
さ
れ
て
い
る
場
合
に
こ
の
権
能
を
行
使
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
訴
訟
に
か
か
る
判
決
主
文
は
、
当
然
に
本
邦
通
貨
の
支
払
い
（
給
付
）
を
命
じ
る
も
の
と
な
る
。
（羽）牧瀬・注（６）前掲九九頁。
（側）桃尾重明「外貨債権と内国通貨による支払」金融法務事情一○二八号（昭和五八年）五頁。
（似）中野貞一郎・民事執行法（下巻）（昭和六一一年）五一一三頁。
（妃）鈴木忠一Ⅱ三ケ月章編・注釈民事執行法側（昭和六○年）’一一六八頁〔稲葉威雄・’四三条注釈〕、兼子・注（Ｅ）前掲
2７（321） (320）２６ 
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生
の
御
教
示
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
恐
縮
の
至
り
で
あ
る
。
なお、銀行実務に関する資料の収集に関しては、業務多忙にもかかわらず、さくら銀行名古屋支店の中嶋恵津子
さんより、きわめて好意的な御協力をいただいた。
目
次
一
は
じ
め
に
二
用
語
の
定
義
１
土
地
の
名
称
２
特
定
承
継
が
生
じ
た
地
３
紛
争
類
型
４
想
定
さ
れ
る
見
解
三
学
説
１
適
用
肯
定
説
２
適
用
否
定
説
３
広
中
・
澤
井
論
争
４
中
間
説
Ⅲ適用肯定説に修正を加えた中間説（修正肯定説）
②適用否定説に修正を加えた中間説（修正否定説）
③その他の中間説（折衷説）
特定承継があった場合における
民法一一一三条の適用大
島
俊
之
(322）２８ 2９（323） 
